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車のお手入れ 
車の整備、お手入れの方法について 

説明しています。 

 
 

車のお手入れ 
エンジン ルーム--- - - - - - - - - - - - - - - - 200 
消耗品の補給、交換 --- - - - - - - - - - - - 202 
タイヤの点検 --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - 205 
室内のお手入れ --- - - - - - - - - - - - - - - - - 207 
エアコンのお手入れ --- - - - - - - - - - - - 208 
ボデー、塗装面のお手入れ--- - - - - 208 
ワイパーの交換 --- - - - - - - - - - - - - - - - - 210 
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車のお手入れ 
車を安全、快適にご使用いただくには、日頃のお手入れが大切です。点

検方法などは、別冊の「メンテナンス ノート」に記載していますので、

参照してください。 

 

エンジン ルーム 

グレードの違い、メーカー オプションも記載しています。 

エンジン ルーム 

エンジン ルームは、フロント シート下にあります。 

(エンジン ルームの開閉→ 91 ページ) 

オイル  
レベル ゲージ 

エンジン オイル 
注入口 

バッテリー 

パワー ステアリング  
オイル リザーバー タンク 

車両前側 
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ボンネット 

 

冷却水  
リザーバー タンク 

冷却水  
注入口 

ウインドゥ 
ウォッシャー タンク 

 

 

インストルメント パネル右側 

インストルメント パネル右側のカバーを外すと、ブレーキ フルード リザーバー タン

クがあります。 

点検方法については、別冊の「メンテナンス ノート」を参照してください。 

カバーの外しかた 

カバーの上側を矢印の方向に引きます。 

キャップ 

 

注意 
ブレーキ オイルがこぼれたときは、すぐに水で濡れたタオルなどでふき取ってくだ

さい。ブレーキ オイルがこぼれた箇所が変色、変形するおそれがあります。 
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消耗品の補給、交換 

消耗品の補給、交換などは、別冊の「メ

ンテナンス ノート」に記載していますの

で、参照してください。 

警告 
エンジン ルームは大変高温になって

いることがあるため、下記のことをお

守りください。 

やけどをするおそれがありますので、

点検するときは、十分に冷めてから行

ってください。 

点検したあとは、エンジン ルーム内

に工具や布を置き忘れていないことを

確認してください。点検や清掃に使用

した工具や布などをエンジン ルーム

内に置き忘れていると、故障の原因と

なったり、車両火災につながるおそれ

があり危険です。 

エンジン オイル 

エンジン オイルの量を定期的に点検して

ください。なお、高速走行を行う前には、

必ず点検してください。 

オイル レベル ゲージ 

適量範囲 

 

アドバイス 
エンジン オイルはエンジン内部の潤

滑、冷却などをするはたらきがありま

す。通常の運転をしていてもピストン

および吸気、排気バルブを潤滑してい

るオイルの一部が燃焼室などで燃える

ためオイル量は走行とともに減少しま

す。また、減少する量は走行条件など

により異なります。 

外気温が低いときに、エンジン オイ

ル注入口の裏側や、オイル注入口にエ

ンジン オイルが白いクリーム状にな

って付着していることがあります。 

これは、エンジン内部の水蒸気が冷却

されて水滴になり、エンジン オイル

と混ざることにより発生するもので、

外気温の上昇、エンジンの暖機等で水

分が蒸発すると解消します。 

この現象によるエンジン オイルの変

質はなく、そのまま使用しても、問題

はありません。 
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冷却水 

冷却水の点検について 

冷却水リザーバー タンクのキャップに付

いているレベル ゲージで行ってください。 

詳しくは別冊の「メンテナンス ノート」

を参照してください。 

 

警告 
水温が高いときは、冷却水注入口を外

さないでください。冷却水の圧力が冷

却水注入口にかかっているので、蒸気

や熱湯がふき出し、大変危険です。 

冷却ファンに絶対に触れないでくださ

い。ファンが回転するため、大変危険

です。 

 

注意 
冷却水リザーバー タンクに冷却水が

ないときは、冷却水リザーバー タン

クおよびラジエーターに冷却水を補給

したあと、エア抜きが必要になります

ので、スバル販売店で点検を受けてく

ださい。 

 

アドバイス 
点検後は、冷却水リザーバー タンク

のキャップのパイプが車両後方に向く

ように、キャップを確実に取り付けて

ください。 

パイプ 

前 

 

冷却水の交換について 

注意 
冷却水の交換要領は、ボンネット奥に

貼り付けてあるエンジン冷却水交換要

領ラベルに記載しています。 

冷却水の交換は、スバル販売店に依頼

してください。 

エンジン冷却水 
交換要領ラベル 
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ウインドゥ ウォッシャー液 

の補給 

ウォッシャー液の量を定期的に点検して

ください。ウォッシャー液が不足してい

るときは、スバル指定ウインドゥ ウォッ

シャー液を補給します。 

アドバイス 
ウインドゥ ウォッシャー液はスバル

指定品をおすすめします。ウォッシャ

ー液の濃度の使い分けと注意事項はウ

ォッシャー液の容器に記載されていま

す。 

ウインドゥ ウォッシャー タンクはフ

ロント、リヤ兼用です。 

点検のしかた 

ウォッシャー タンクのキャップを外し、

セットしてあるレベル ゲージを引き抜き

ます。 

“NORMAL”～“LOW”の点検穴すべて

に膜が張っているかを確認します。 

点検穴 
 

アドバイス 
点検穴すべてに膜が張っていない場合 

ウォッシャー タンクの“FULL”まで

ウォッシャー液を補給してください。 

FULL
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補給のしかた 

ウォッシャー タンクのキャップを外し、

ウォッシャー液容器に表示してある凍結

温度を参考に希釈して補給します。 

 

警告 
エンジンが熱いときやエンジンがかか

っているときはウォッシャー液を補給

しないでください。ウォッシャー液が

エンジンなどにかかると、出火するお

それがあり危険です。 

 

注意 
ウォッシャー液のかわりに石けん水な

どを入れないでください。塗装のしみ

や目づまりになるおそれがあります。 

 

アドバイス 
ウォッシャー液をあふれるほど入れな

いでください。 

タイヤの点検 

タイヤ空気圧の点検 

タイヤの空気圧の点検は、最低でも月に

1 回行ってください。 

タイヤが冷えているときに、タイヤ ゲー

ジで空気圧が規定値にあるかを点検して

ください。また、スペア タイヤの空気圧

も点検してください。 

空気圧が適正でない場合は、必ず指定空

気圧に調整してください。 

（タイヤの指定空気圧は運転席側ドア開

口部に記載しています） 

警告 
指定空気圧より低いと車両の安定性を

損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗

や早期摩耗します。高速走行時にスタ

ンディング ウェーブ現象*によりタイ

ヤがバースト（破裂）するなど、思わ

ぬ事故につながるおそれがあり危険で

す。 

 

アドバイス 
タイヤが冷えているときとは、一般道

路で走行距離が 1km以下の場合、また

は 3 時間以上駐車している状態のこと

をいいます。 

タイヤが暖まっているときは、タイヤ

の中の空気が膨張しているので、約 20

～30kpa（0.2～0.3｛kgf/cm2｝）空気

圧が高くなっています。この場合、誤

って空気圧を下げないようにしてくだ

さい。 

 
*
 高速で走行しているときに、タイヤが波うつ

現象。 
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タイヤの亀裂、損傷 

タイヤの側面や接地部全周に亀裂や損傷

がないかを点検してください。 

また、釘、石、その他の異物が刺さった

り、かみ込んでいないかを点検してくだ

さい。 

警告 
タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよ

うな異常なタイヤを装着しないでくだ

さい。 

異常があるタイヤを装着していると、

走行時にハンドルが取られたり、異常

な振動を感じることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でき

ないような損傷をタイヤにあたえた

り、タイヤが横滑りするなど、思わぬ

事故につながるおそれがあり危険で

す。走行中、異常な振動を感じた場合

は、スバル販売店で点検を受け、正常

なタイヤに交換してください。 

異常があるタイヤを装着していると、

車の性能（燃費・車両の安定性・制動

距離など）が十分に発揮できないばか

りでなく、思わぬ事故につながるおそ

れがあり危険です。また、部品に悪影

響をあたえるなど故障の原因となるこ

とがあります。 

タイヤの溝の深さ、異常な摩耗 

タイヤの溝の深さに不足がないかをスリ

ップ サイン（摩耗限度表示）により点検

してください。 

また、タイヤの接地面全周に極端にすり

減っている箇所がないかを点検してくだ

さい。 

スリップ サイン 

スリップ サインの 
位置を示すマーク 

 

警告 
摩耗限度を超えたタイヤは使用しない

でください。タイヤの溝の深さが少な

いタイヤやスリップ サイン（摩耗限

度表示）が出ているタイヤをそのまま

使用すると、制動距離が長くなった

り、雨の日にハイドロ プレーニング

現象*により、ハンドルが操作できなく

なったり、タイヤがバースト（破裂）

したりして、思わぬ事故につながるお

それがあり危険です。摩耗限度を超え

たら、すみやかに正常なタイヤと交換

してください。 

 
*
 水のたまった道路を高速で走行すると、タイ

ヤと路面の間に水が入り込み、タイヤが路面

から浮いてしまい、ハンドルやブレーキが効

かなくなる現象。 
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タイヤのローテーション 

タイヤは同じ位置で長く走ると、それぞ

れ異なった減りかたをします。これを防

ぐために、タイヤの位置をローテーショ

ンしてください。 

ローテーションは 5,000km走行ごとに行

ってください。 

ローテーションのしかた 

図の順にローテーションしてください。 

(タイヤ交換→ 180 ページ) 

前 
 

注意 
応急用スペア タイヤはローテーショ

ン用タイヤとして使用しないでくださ

い。 

タイヤの空気圧を確認してください。

（タイヤの空気圧は運転席側ドア開口

部に記載しています） 

室内のお手入れ 

ビニール、レザー、プラスチック、布材

の汚れ落としには、中性洗剤の水溶液を

柔らかい布に軽く含ませてお使いくださ

い。洗浄後、残った洗剤分は真水を含ま

せた柔らかい布でよく落としてください。 

室内側のウインドゥ ガラスも、こまめに

ふいておきましょう。汚れたままにして

おくと、取れにくくなる場合があります。 

注意 
ベンジン、ガソリン、シンナーなどの

有機溶剤は変色、しみなどの原因とな

るので使わないでください。 

特にシート ベルトについては、必ず

中性洗剤を溶かしたぬるま湯を使用し

てください。中性洗剤以外を使用する

と、ベルトが弱くなり万一のときに正

常なはたらきをしないことがありま

す。 

乾燥は直射日光をさけ、風通しが良

く、ほこりの立たない日陰で行ってく

ださい。素材のいたみを早める原因と

なります。 

 

アドバイス 
リヤ ウインドゥ ガラス内面を清掃す

るときは、電熱線を傷付けないでくだ

さい。 
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エアコンのお手入れ 

エアコン ガス 

エ ア コ ン  ガ ス は 新 冷 媒 HFC134a

（R134a）を使用しています。地球環境

保全のため、大気放出しないでください。 

アドバイス 
エアコン ガスの補充、エアコンの修

理をする場合はスバル販売店にご相談

ください。 

ボデー、塗装面のお手入れ 

塗装面など車体の外観を美しく保つため

に、洗車、ワックスがけを月１回程度の

割合で定期的に行ってください。また、

長時間屋外で駐車するときは、ボデー カ

バーを付けるように心がけましょう。 

車体にほこりや異物などを付けたままに

しておきますと、塗装面の劣化や車体、

部品の腐食を早めたり、化学変化による

塗装面の変色やはん点の発生などの原因

になります。 

下記の場合は早めに洗車をしてください。 

凍結防止剤を散布した道路を走行した

とき 

ばい煙、粉じん、鉄粉などの降下の多

い場所に駐車したとき 

コール タール、花粉、鳥のふん、虫、

樹液などが付いたとき 

フェリーに乗船したときや、海岸地帯

を走行したとき 

ほこり、泥などで著しく汚れたとき 

アドバイス 
塗装の飛石傷やかき傷は、腐食の原因

となります。見つけたら早めにペイン

トで補修してください。 

保管、駐車は風通しの良い車庫や屋根

のある場所をおすすめします。 
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洗車 

洗車の手順 

1. 十分に水をかけながらスポンジまた

はセーム皮のような柔らかい物で洗

います。汚れのひどい箇所はカー シ

ャンプー液または中性洗剤で洗い、

水で完全に洗い落とします。 

2. 水が乾かないうちにふき取ります。 

注意 
故意に空気取り入れ口やエンジン ル

ーム内の電気部品に水をかけないでく

ださい。エンジンの始動不良や電気部

品の故障の原因になります。 

洗車後や水たまり走行後は低速でブレ

ーキ ペダルを軽く踏んでブレーキが

正常にはたらくことを確認してくださ

い。効きが悪い場合は、周囲の安全に

十分注意して効きが回復するまで数回

ブレーキ ペダルを軽く踏んでくださ

い。 

高温の湯で洗車すると樹脂部品などが

損傷するおそれがあります。 

下回り足回りを洗うときは手をけがし

ないように注意してください。 

ランプのレンズ表面をワックス・ベン

ジンやガソリンなどの有機溶剤でふい

たり、硬いブラシでこすらないでくだ

さい。レンズが破損したり、劣化を早

めるおそれがあります。 

自動洗車機を使用するとき 

注意 
エアコン コントロール パネルの内外

気切り替えスイッチで“内気循環”に

してください。車内に水が入り、故障

の原因になります。 

ミラー・アンテナは格納して、前側か

ら洗車してください。 

ときによりブラシの傷が付き、塗装の

光沢が失われたり劣化を早めることが

あります。 

 

高圧洗車機を使用するとき 

注意 
ドア ガラスやドア周りなどの開閉部

分に洗車ノズルを向けると、車内に水

が入ることがあります。 

 

ワックスがけ 

月に一回程度または水をはじかなくなっ

たときに行ってください。 

ワックスをかける前に 

塗装面の汚れを水洗いし、水分を十分に

ふき取ってから日陰または車体表面が体

温以下になっているときに行ってくださ

い。ワックスはスバル指定カー ワックス

をおすすめします。 

アドバイス 
塗装されていない樹脂部品にワックス

を使用しないでください。ワックスが

付着すると、白くなったりムラになる

ことがあります。 
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樹脂部分のお手入れ 

樹脂塗装部品（バンパーなど）にガソリ

ン、オイル、冷却水、バッテリー液など

が付着すると、しみの発生やツヤ落ち、

塗膜がはがれる原因となります。十分に

水洗いをしたあとただちに柔らかい布で

ふき取ってください。 

アドバイス 
樹脂塗装部品の傷の補修をする場合

は、スバル販売店にご相談ください。

不適当な塗料を使用すると塗膜をいた

めます。 

 

アルミ ホイールのお手入れ 

オプション/グレード別装備 

アルミ ホイールはボデーの洗車と同じ要

領で行い、ボデーと同じワックスでワッ

クスがけをしてください。 

注意 
アルミ ホイールにワックスがけをす

る際は、ホイール ナットの座面にワ

ックスを付着させないように注意して

ください。必要以上に締め付けられ、

ボルトが破損するおそれがあります。 

ワイパーの交換 

注意 
ワイパー ブレード、ラバーはスバル

指定品をおすすめします。スバル指定

以外を使用すると、適切に装着できな

い場合があります。 

傷んだワイパー ブレード ラバーを使

用し続けると、ウインドゥ ガラスを

傷付けるおそれがあります。拭きむら

がある場合は、早めに交換してくださ

い。 

ワイパー ブレード、ラバーを取り外

したときは、ワイパー アームを倒さ

ないでください。ウインドゥ ガラス

やボンネットに傷が付くおそれがあり

ます。 

起こしたワイパー アームを戻すとき

は、手を添えながらゆっくりと戻して

ください。離れた位置から戻すと、ワ

イパー アームが変形したり、ウイン

ドゥ ガラスに傷が付くおそれがあり

ます。 

確実に取り付けられていることを確認

してからワイパーを作動させてくださ

い。ウインドゥ ガラスに傷が付くお

それがあります。 
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フロント ワイパー 

ワイパー ブレード 

取り外しかた 

1. アームを起こします。 

2. ブレードをツメが見える角度まで傾

けます。 

3. ツメを押しながら、ブレードを矢印

の方向に引いたあと、矢印の方

向に抜き取ります。 

アーム 

② 

① 

ブレ－ド 

ツメ 

 

取り付けかた 

ブレードをアームに取り付けます。 

ブレードとアームが確実に固定されて

いることを確認してください。 

ワイパー ブレード ラバー 

取り外しかた 

1. ラバーのストッパーがブレードのツ

メから外れるまで引きます。 

ストッパー 

ツメ 

 

2. そのままラバーをブレードから引き

抜きます。 

取り付けかた 

1. ラバーからプレートを取り外します。 

2. ラバーを取り替えます。 

3. プレートの反りの向きに注意して、

プレートをラバーに差し込みます。 

プレート 
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4. ストッパーがない側からラバーをブ

レードに挿入します。 

5. 取り付けたとき、ストッパーのある

側が運転席側になるようにしてくだ

さい。 

注意 
ラバーのストッパーにブレードのツメ

を確実に挿入してください。ウインド

ゥ ガラスに傷が付くおそれがありま

す。 

リヤ ワイパー 

ワイパー ブレード 

取り外しかた 

1. アームを起こします。 

2. ブレードを矢印の方向に回し、アー

ムと垂直にします。 

アーム 

ブレード 
 

3. ブレードを矢印の方向に引いて、ア

ームからブレードを引き抜きます。 

 

取り付けかた 

逆の手順で行います。 
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ワイパー ブレード ラバー 

取り外しかた 

1. ラバーを手前に引いて、ブレードの

先端部のストッパーから取り外しま

す。 

ストッパー 

 

2. ラバーをブレードから引き抜きます。 

 

取り付けかた 

1. ラバーからプレートを取り外します。 

2. ラバーを取り替えます。 

3. プレートの反りの向きに注意して、

プレートをラバーに差し込みます。 

プレート 
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4. ブレードの先端部から 2 番目のツメ

からラバーを挿入します。 

5. ブレードの後端部のツメにラバーを

通し、さらにラバーを挿入して、後

端部のストッパーを通過させます。 

6. 先端部のツメにラバーを通し、先端

部のストッパーまで挿入します。 

7. 後端部のツメにラバーが確実に挿入

されていることを確認してください。 

2番目のツメ 

後端部のツメ 

ストッパー  

注意 
ラバーにブレードのツメを確実に挿入

してください。ウインドゥ ガラスに

傷が付くおそれがあります。 
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